
地域包括支援センター見直しにより拡充する事業および新規事業

ひとり暮らし高齢者等訪問支援事業の新規開始
（29年度から3か所モデル事業 30年度から全センター実施）

地域包括支援センターと区民ボランティアが連携して、ひとり暮らし
高齢者等の自宅を訪問し支援につなげる訪問支援事業を開始

医療・介護相談体制の充実
（30年度から実施）

医療と介護の相談窓口を、４か所から２５か所に増設。また、医療・
介護連携と認知症相談支援の推進員を全ての窓口に配置

現状

医療と介護の相談窓口の設置により、医療機関と各推進員との連携が進んだ
一方、窓口と支所で役割が分かれているため、区民にとっては、支援の過程
で窓口の推進員から支所の相談員に支援者が変更することがあった。

全てのセンターで、専門的な相談支援と日常的な相談支援を一体的に実施。
身近なセンターで相談が完結し、利便性が向上する。
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事業概要

○ 練馬区のひとり暮らし高齢者は平成2９年１月現在、約４万９千人。ひとり
暮らし高齢者は要介護認定率が高い
○ 今後さらに増加するひとり暮らし高齢者が地域で孤立することのないよう
介護予防や相談等の必要な支援につなげることが必要

○ 全ての地域包括支援センターに、訪問支援員（社会福祉士等の専門職）
を新たに２名ずつ配置。区民ボランティア（訪問支援協力員）と連携して、ひ
とり暮らし高齢者および高齢者のみ世帯を訪問
○ 生活状況等から定期的な訪問が必要と判断した方について、訪問支援協
力員による定期訪問を実施。認知機能の低下等を早期発見し、センターに
つなぐ。
○ 平成２９年度より、街かどケアカフェを併設する高齢者相談センター支所
（高野台支所、南大泉支所、中村橋支所）において、モデル事業を実施

現状・課題
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